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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノ・コト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお
互いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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１
年
を
振
り
返
り
～
～

つ
な
が
り
、
つ
く
る
、
私
た
ち
の
未
来
～
～

世
話
人

ケ
セ
ラ

さ
る
11
月
13
日
に
蚕
都
く
ら
ぶ
・ま
～
ゆ
15
周
年
総
会
＆
ま
～
ゆ
ま
つ
り
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
で
細
や
か
に
心
を
く
だ
き
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
の
優
し
さ
が
集

ま
っ
て
で
き
た
こ
と
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
会
資
料
を
眺
め
、
相
も
変
わ
ら
ず
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
た
１
年
だ
っ
た
と
感
心
し
な

が
ら
改
め
て
読
み
返
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
こ
の
１
年
ど
ん
な
こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
か
？

私
は
、
不
思
議
な
ご
縁
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
出
か
け
て
行
っ
て
、
ま
～
ゆ
や
地
域
通
貨
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
こ
と
で
す
。

何
故
ま
～
ゆ
や
地
域
通
貨
が
注
目
さ
れ
た
の
か
？
と
、
私
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

一
つ
は
、
人
々
の
暮
ら
し
や
命
よ
り
も
大
企
業
や
一
部
の
人
た
ち
の
儲
け
が
優
先
さ
れ
る
経
済

至
上
主
義
が
猛
威
を
振
る
い
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
環
境
が
破
壊
さ
れ
世
界
中
で
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
。

経
済
効
率
最
優
先
の
社
会
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
、
オ

ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
な
（も
う
一
つ
別
の
）社
会
や
暮
ら
し
を
創
り
始
め
て
い
る
こ
と
。

し
か
も
自
分
た
ち
の
足
元
の
地
域
か
ら
地
域
の
資
源
を
見
つ
け
国
家
な
ど
の
大
き
な
力
に
依
存

す
る
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
大
事
に
活
か
し
あ
う
こ
と
で
未
来
世
代
に
希
望
を
つ
な
ご
う
と
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
る
事
。

そ
ん
な
動
き
の
一
つ
と
し
て
ま
～
ゆ
に
も
光
が
当
た
っ
た
の
か
な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
最
近
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
仲
間
の
一
人
が
私
に
伝
え
て
く
れ
た
「ま
～
ゆ
は
土
着
の
人
た
ち

と
他
か
ら
移
住
し
た
人
た
ち
と
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
、
し
か
も
幅
広
い
世
代
の
人
が
つ
な
が
っ
て
い

る
。
地
域
の
中
で
多
様
な
人
た
ち
が
お
互
い
を
活
か
し
あ
い
な
が
ら
自
分
た
ち
の
必
要
な
活
動
を
つ

く
っ
て
い
る
の
が
す
ご
い
。
ま
さ
に
内
発
的
発
展
の
一
形
態
だ
よ
」と
い
う
言
葉
と
共
鳴
し
合
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
ま
～
ゆ
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
面

は
ゆ
い
の
で
す
が
…
。

自
給
的
暮
ら
し
づ
く
り
と
し
て
味
噌
や
米
な
ど
の
食
べ
る
も
の
を
自
分
た
ち
で
作
る
こ
と
だ
け
で

な
く
仲
間
で
譲
り
合
っ
て
お
互
い
の
暮
ら
し
を
助
け
合
っ
て
い
る
こ
と
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み

も
大
事
な
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
活
躍
の
場
が
あ
る
こ
と
も
。
そ
し
て
何
よ
り
も
優
し
い
思
い
や
り

の
あ
る
人
た
ち
が
多
い
こ
と
も
ま
～
ゆ
の
魅
力
で
す
。

普
段
、
何
気
な
く
し
て
い
る
あ
れ
や
こ
れ
や
の
活
動
に
意
味
を
与
え
、
そ
の
日
常
を
大
事
に
し
て

身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
を
自
分
た
ち
で
創
る
こ
と
が
い
ま
さ
ら
な
が
ら
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
に

思
え
ま
す
。
だ
っ
て
戦
争
に
で
も
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
。
だ
か

ら
こ
そ
丁
寧
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
こ
の
頃

余
計
に
思
い
ま
す
。
（安
倍
政
権
の
い
ろ
い
ろ
な
政

策
と
国
会
運
営
を
見
て
い
る
と
尚
更
…
）

さ
ら
に
、
ま
～
ゆ
主
催
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な

場
で
、
世
の
中
に
と
っ
て
大
事
だ
と
思
う
こ
と
に

ま
～
ゆ
の
仲
間
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

✤
の
だ
ま
さ
ん
や
合
原
さ
ん
は
、
上
田
市
民
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
力

で
増
や
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

✤
き
ょ
ん
さ
ん
や
殿
下
を
中
心
に
放
射
能
の
内
部
被
ば
く
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た

め
に
「子
ど
も
保
養
サ
ポ
ー
ト
ｉ
ｎ
上
田
」を
設
立
し
、
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

✤
ヤ
ス
さ
ん
、
ぐ
ん
ち
ゃ
ん
、
新
田
さ
ん
た
ち
は
う
え
だ
平
和
映
画
祭
実
行
委
員
会
を
組
み
、
普

段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
映
画
の
上
映
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

✤
あ
き
ち
ゃ
ん
や
菜
っ
葉
さ
ん
、
か
お
る
ん
た
ち
若
い
マ
マ
た
ち
が
つ
く
っ
た
「な
な
い
ろ
の
風
」は
、

い
ろ
ん
な
人
が
つ
な
が
り
あ
っ
て
身
近
な
問
題
か
ら
政
治
ま
で
、
自
由
に
意
見
を
言
っ
た
り
、
聞

い
た
り
し
な
が
ら
学
習
を
深
め
、
足
元
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
で
さ
ま
ざ
ま
に
活
躍
し
て
い
る
ま
～
ゆ
仲
間
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
あ
ち
こ
ち
で
ま
～
ゆ
の
ご
縁
を
活
か
し
、
つ
な
が
り
を
広
げ
、
知
恵
を
集
め
、
今
で
き

る
こ
と
を
一
歩
一
歩
築
い
て
い
る
仲
間
が
身
近
に
い
っ
ぱ
い
い
て
く
れ
る
こ
と
が
心
強
く
も
あ
り
、
嬉

し
い
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
つ
な
が
り
、
助
け
合
う
暮
ら
し
を
創
る
実
践
で
す
。

さ
あ
、
ま
～
ゆ
の
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

老
若
男
女
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
、
愉
し
く
て
心
地
よ
い
平
和
な
暮
ら
し
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。み

な
さ
ん
は
新
し
い
年
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
で
す
か
？

私
は
秘
か
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妄
想
も
そ
の
う
ち
現
実
に
な
る
か
も
・・・。

一
緒
に
や
ら
な
い
？
と
呼
び
か
け
た
ら
、
う
ん
ざ
り
し
な
い
で
気
持
ち
よ
く
乗
っ
て
く
だ
さ
る
人

が
い
る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
の
指
と
ま
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
信
し
ま
す
。
何
が
出
て
く
る
か
な
？
？

あ
～
、
や
り
た
い
こ
と
だ
ら
け
だ
～
～
～
！
！

で
も
、
時
間
、
体
力
に
限
界
が
あ
る
し
…
。

最
近
妄
想
に
磨
き
が
か
か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
ケ
セ
ラ
で
す
。
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連休最終日の

夜の開催にも

か か わ ら ず

次々と顔を出し

てくれるみなさ

んを見て、内心

ほっとしました。

 最初にインフォメーションタイム。

ちゃーこさんから「北国街道まち歩き」、ごんべえさんから「稲刈り」、陶吉さんから「芸術の旅」、辛口さん

から「みんなの家」の修復作業と「カフェま～ゆ廿日市」、ケセラからアニメ「無念」の上映会など、いつも

ながらお知らせがいっぱいありました。ま～のみなさんの活動の幅の広さを再確認しました。

 次に 10 月のハッピーバースデー。今井さん、ごんべえさんの二人を、きみ

ちゃんの歌のリードでお祝いしました。

 にゃんこ先生のリンゴとサツマイモの薄焼き、今井さんの枝豆、きよちゃん

のリンゴが並び、美味しくいただきながら、しばしフリートーク。

 次は恒例「モノ・コト交換」

今井さんの柿、殿下の DVD,カセット、じゅんちゃんの梅干し、きょんさん

の○〇器（横文字の名前）などが並びました。いろいろ心がけて持って来

てくれたみなさん、ありがとうございました。

 最後は、この頃思う事、今年一番嬉しかった事、悔しかった事などをみんなで順々に出し合い、聞きあい

ました。

トップバッターは下田さん。先ごろ写真コンクールで最優秀賞を受けられたと、ヒデさんから紹介があり、

そのことから話してもらいました。下田さんは 80 歳をいくつか越えておられるのに、いつも好奇心旺盛で

かつ行動的。あやかりたいと思う一人です。

 みんなが語る話は何気ない日常の一コマだったりするけれど、ひとり一人の個性が出ていて、うなづいた

り、感心したり、一緒に憤ったりと、経験や気持ちが共有できるこんな場って素敵だなと改めて思いなが

ら聞いていました。

2016 年 10 月 20 日号 辛口こと宮崎省吾

今年最後の廿日市は、都々平さんの飛び入り的落語と、クリスタルボールの荘厳な演奏、それに茸ま

つりと言ってもよい、栗おこわ、松茸おこわ、茸汁、等々のランチで賑わい、最後はクリスタルボールで落

ち着いた〆になりました。

都々平さんの演目はま～ゆ市と同じ「青菜」で、高座に上がってから演目を決めるという事前の話と食

い違いましたが、あるいはこれは客層が同じだったからかも知れません。しかし、さすが都々さんが固執

する古典落語だけのことはあって、何回聞いても飽きない面白さがありました。

くらげ（水沢）さんと

もうちゃん（堀越）さん

のクリスタルボールの

演奏は、昨年と同様、

深く静かな感動を与え

ました。質の高いもの

は和洋を問わず、繰り

返しの度に新しい発見

や面白さををもたらし

ます。

来年は、より質の高い、より楽しい、参加・体験型廿日市を作っていきたいと思っています。今年のご

参加に感謝いたしますとともに、来年もよろしくご参集下さいますよう、お願い申し上げます。

は つ か い ち
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15周年 11 月 13 日

当日は晩秋とはいえ暖かい日になり、総会＆ま～ゆまつり並びに１５周年記念落語会『お金のいらない

国』を無事に終えることができました。

朝早くから食事作りに会場設営に総会資料の綴じ

込みにと精を出してくださったみなさん、本当にお疲れ

さまでした。

美味しいま～ゆ汁や新米お握りを囲んでのランチ交

流会。民ちゃん、ぶんちゃん、峰ちゃん、きよちゃんが

野菜を、デザート用にゼリーをきよちゃん、干し柿を今

井さんが寄付してくださいました。新米おむすびは復

活した田んぼプロジェクトもの。仲間や自分たちで育て

たものが一杯並びました。

また陶吉さんが素敵な寄せ植えの花々を飾ってくだ

さりテーブルがいっそう華やかになりました。

１１月のハッピーバースデーは、都々平さん、パ

レちゃん、殿下、のせさん、まこちゃんの５人。

今井さんはいつもお誕生プレゼントにお花を用

意してくださり、これもとっても嬉しいこと。

インフォメーションも次々と流れ、ま～ゆのみな

さんはあちこちでも大活躍です。お知らせはまた

時期を見てま～ゆＭＬでも流してくださいね。

モノコト交換に

は zukuzuku
さん教室の小物

や大豆・干し柿入

りエコバック、パレ

ちゃんの紙芝居、

今井さんの野菜、

宮沢さんのシクラ

メン、かっとまんの
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古着と小物、ごんべえさんのお米などいろいろなも

のが並び賑やかでした。交換を通してのコミュニケ

ーションも大事な味つけですね。

さらに、ノセさん、ぶんちゃんからは各１万ま～

ゆを事務局に寄付していただきました。ありがとう

ございました。有効に使わせていただきます。

さて、午後からは１５周年記念落語会『お金のいらない国』の口演。

せっかくの機会なので、会員だけで愉しむのはもったいないと、一般の方の来場も頂き、お金がいらな

い社会や未来を想像しながら耳を傾けました。

ま～ゆ会員の参加が少なかったのが少し寂しかったですが、楽しいひと時になりました。

落語を聞いての感想なども後日聞かせていただければ嬉しいです。

いつもながらま～ゆのみなさんの見事なチームワークに支えられ、改めてま～ゆの底力を実感した１日

でした。みなさん、ありがとうございました。

世話人会 安井啓子（ケセラ）
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お金のいらない国では 地域通貨は？
特別企画で長島龍人さんに演じていただいた落語〝お金のいらない国〟は私の胸に心地よい共鳴を

覚えるお話でした。

パロディーあるいは、おとぎ話とでも云おうか、現実にはありえない世界でいて｢そういう国に行ってみた

い｣と感じたのは私だけではないと思います。

でも、物々交換の不便性を解決する手段として生まれた〝お金〟

は便利なツールですから、それに浸っている私たちに｢そんなものい

らないじゃない？｣と問いかけられれば、すんなり受け入れられない思

いがあります。｢こんなばあいは？｣とか｢だって、そんなことは｣とか｢や

っぱり必要｣など、辻褄のお合わない事例が次々に湧いて疑いが起こ

ってきます。

だからと云って｢所詮絵物語じゃないか｣と片付けられない。そんな

気がして聞きいりました。100％お金のいらない国は、どう考えても現

実にはあり得ませんが、惹かれるのです。

｢お金から離れられたら｣どんなにか自由で気楽で豊かな暮らしができるだろうな。との思いは私の心の

隅にあります。

父の家業を継ぎ卸売業を営んできた私は、お得意さんを「金払いが良いか悪いか」の基準で見てきまし

た。人柄に好意を持っても貧乏な店は評価できない。そのことに納得のいかない自分が同居して(商売は

好きでしたが)、もやもやが絶えぬまま数十年を送り、14 年前 廃業を決意したときは未練なく晴れやかさ

すら漂っていたのを覚えています。

軌を一にして蚕都くらぶ・ま～ゆが発足、迷うことなくに入会したことに

運命的なものを感じます。わずかな国民年金で暮らせるものかどうか？

浅はかにも｢ま～ゆならどうにか｣と桃源郷を夢見たのが当たらずといえど

も遠からずでした。

地域通貨がお金の代わりになる世界を想像しましょう。これなら限りな

く｢お金のいらない国｣に近づくと思いませんか？地域通貨はその名が示

すように使用範囲が限られているので〝国〟の規模には不適切です。

そこに魅力があるのです。

お金のいらない国は興味深くても現実味は欠けている。けれど、あき

らめないでその理想郷を求めたい。としたら地域通貨しかない！こんなこ

とをつらつら思って｢ま～ゆのこれから｣に頭をめぐらしています。

№50 都々平

すばらしい ま～ゆ豆腐 と ま～ゆ納豆
豆腐、納豆、昨年いただきおいしくてことしもお願いしました。お豆腐は甘くて大豆の香りがしっかりして

います。納豆は大きな豆でつやつや光っています。この質とこの量で大

満足です。草取りや途中の作業もせずにゲットしてすみません。安全、

安心、美味。この取り

組みを進めていただ

いている皆さんに感

謝です。もう少し時間

ができたら大豆育て

作業に参加します。

№309 シンコ

ベーグル屋 ハル 春野仁宣・里美
●県産小麦と天然酵母の

ベーグル＆ヴィーガンブレッドの店
●1回のお買い物(500円以上)で

50ま～ゆお使いになれます
上田市中央 2 丁目 11-19
Tel & Fax: 0268-75-0777

chatte-sato@mvb.biglobe.ne.jp
http://www.fsf-haru.com



都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●トラブルの多いリフォームだからこそ

お任せください

●家のことなら何でもお気軽にご相談ください

●消費税分「ま～ゆ」が使えます

上田市御所274

℡28-7532 fax 28-8190

－６－

北国街道まちあるきⅥ 塩尻～坂城編に参加して

№２ 中島ごんべえ

追分からの街歩きの案内をもらっていたのです

が都合が付かず、さる 10月 19 日北国街道街ある

きパートⅥに初めて参加しました。

ヒデさんの案内で塩尻からスタートしました。ここ

は言わば私のホームグラウンド、子どもの頃から慣

れ親しんだ遊び場です。当地は江

戸から明治初期、日本ならず世界で

も有名な蚕種の生産地で、当時日

本の外貨の相当額を獲得していた

そうです。その代表格の「藤本」の屋

号で呼ばれていた佐藤本家、清水

家、馬場家、「窪屋」で親しみのある

醸造の清水家、今も上田紬を織って

いる「機屋」の小岩井紬工房など街

道沿いには江戸の昔が蘇ったと思え

るほど古く立派な家々が残っていました。おや、向

うから加賀の殿様の大名行列がやって来ますよ。

「下に～下に～」「ははー」

と、「福無量」の沓掛酒造で一息（一杯）入れ、

塩尻を後にし「天下の険」として知られた岩鼻の断

崖の下を恐る恐る通り抜け、欠
かけ

口
ぐち

用水に掛かる蛍

合戦で有名会地
お う ぢ

の蛍橋を渡り鼠の宿に入りました。

この宿場は正式でない「間
あい

の宿
しゅく

」です。真田に謀

殺された国衆の室賀正武の一族と思われる室賀

家本陣跡があり、上田から松代に移封された真田

家のお目付的役割を担っていたのではと考えま

す。昌幸、信繁（幸村）亡きあとも真田家を疑い憎

み恐れていたんですね、徳川は。（三谷幸喜、「真

田丸」史観の影響は大きい）

天武天皇の勅宣によって奉祭されたという会地

早雄神社(写真)に参拝し先を急ぎました。鼠・新

地の宿場町特有の鍵の手道路を確認し、数少な

い古い建物「溜屋
たまりや

」（油屋）に寄り、村上義清の子

国清が住んだという金井の観音坂城跡でお昼に

し、お弁当を食べました。

午後は浄土宗の古刹西念寺に参拝し、境内に

ある樹齢３００年を超えるという「臥
が

龍
りゅう

の松」を拝観

しました。中之条の「郷
ご う

宿
やど

」（街に寄贈され文化の

館として使われている）に寄り、双体道祖神の祀
まつ

ら

れている中条
ちゅうじょう

神社に参拝

しました。

四ツ谷の古い街並みを

歩き田町を経て旧町中へ

入りました。田町と横町の角

に沓掛酒造の分家山根屋

酒造跡がありました。（すぐ

先に山根屋の屋号を使っ

た本屋さんがあり、店番の

ご主人が詳しく話してくれま

した）

立町、大門町界隈は幕末から明治にかけての

古く立派な建物が多く残っていました。ことに遊郭

の「春日楼」を移築した木造三階建ての建物は立

派で、現在「坂木宿ふるさと歴史館」として使われ

ていて、中をじっくり見学させてもらいました。

ここで以前から疑問に思っていた「天領と思っ

ていたが、坂木藩板倉家三万石があったと聞いた

が？」と尋ねてみました。観光ボランティアの方が

「天和２年（1682年から元禄15年（1702年）までの

20 年ほどしか居なかったので一族も資料も残って

いず、板倉家の坂城時代のことは良く分からない」

とのことでした。

街歩きを終えしなの鉄道で坂城から西上田まで

乗り無事帰って来ました。

普段塩尻から坂城は、車で 18 号線を通過する

だけで町の中まで入らないため、素晴らしい歴史

と遺産のある事に気付きませんでした。改めて歴

史を発見する街歩きとなり心地良い疲れの中で満

たされた気分に浸りました。

企画準備してくださったちゃーこさんヒデさんあ

りがとうございました。




